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専門的教育の基盤作りとしての表現力への一考察
－－同一課題による記述の分析から－－
広滝 道代
１ 国語学習の意義
国語の教師教育において国語教育学教育の占める位置はきわめて大きい。それだけに幼稚園教諭・
保育士養成のための学部・学科で行われる「国語」関係の講義・演習は、単に設定保育で何をどう教
えるか、指導案をどう書くかといった実務的、方法的な段階にとどまることはできない。幼稚園教諭・
保育士として最低限どのような資質・能力が必要か、また、それをどう形成していくかという本質的
な問題を抜きにしては成立しないのである。言い換えれば、どのような幼稚園教諭・保育士像の実現
をめざすべきかということである。
もちろん、大学、短期大学の中で教育できることは限られている。幼稚園教諭、保育士の専門的教
育の問題は、現職研修も含めた長期的な見通しの中で考えられるべきである。しかし、実際は、卒業
後いきなり即戦力として保育をしなければならないのだから、大学側の専門的教育のあり方に関わる
問題として受けとめるべきである。
他方、学生が国語をあえて「教育」として学ばなければならないと強く感じるようになるのは、学
生生活を終えて社会に出てからの場合がある。たとえば、本学の保育科の学生が卒業後、乳幼児の保
育に携わり、子どもたちの言葉の問題に保育者がどのように取り組み、何を大事にしていくべきか。
保育者は乳幼児の言葉の発達にどのようにかかわるか。園生活を通して保育者が乳幼児の言葉の獲得
にどのような役割を果たしていくか。（1）といった、場面において、自分が学ぶべきであったことが見
えてくるのである。
こうした状況の中で大学では国語学習の場が開講されている。たとえば、主に幼稚園教諭免許の取
得を希望する者を対象とした科目「国語」がある。（2）
一般に、教育職員免許法施行規則に定められている「教科に関する科目」としての「国語」は、「図
画工作」「体育」など 6科目の一つであり、平安女学院大学短期大学部の場合は 2単位の履修ですま
すことができるようになっている。2単位で教師、保育者のための国語教育の理論と実践能力の基礎
をどうしたら養うことができるのか。制度的、実践的にかなりの枠組みはできていても、生きて機能
しうる実践体系としては、どうしたら全きものとはなりうるか。担当者としての悩みはつきない。
本稿は、このような基本的な立場から、担当者として直接責任を負う立場を自覚して、よりよい保
育者・教師教育をめざしてその内容と方法の改善に努めてきた、その一端の報告である。大学の中で
のこういった授業において、固定した旧来の指導観からどう脱皮し、学習者中心の柔軟で清新な指導
方法をどのように見いだすかを探索し（3）、言語能力の重要な要素の一つとして語彙力・表現力を養う
ための可能な実践の立案を考察するものである。とりわけ「国語」の授業の設計、実施、評価の各段
階のうち、特に設計の段階における立案を取り上げて、その背後にある授業構想の過程について考察
し、その望ましいありようを求めることにある。そして、「国語」を通して、学生各自が何を実践し、
何を学び取ったかをとらえて授業を構想し展開していくための知見とは何か、それをどう高めていく
か、について明らかにしたい。
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２ 指導の基礎
本論に入る前に、語彙力・表現力を養成するための指導を行うにあたって、どのような目当てを設
けることができるだろうか。そのあらましに触れておきたい。このように考えると次のようになろう。
A 語彙を豊かにする。
B 語彙理解・使用の能力を深める。
C 語彙に関する認識・知識を確かにする。
また、語彙と言語行動とを関連させて考えると、次の二つに分けることができる。
a 理解語彙
b 使用語彙
理解語彙とは、読んだり聞いたりして、その意味・用法が分かる語彙であり、使用語彙とは、書い
たり話したりするときに使用する語彙である。
従って、A、B、Cと a、bとを組み合わせて語彙指導の目当てを立てる必要がある。
３ 指導の実際
３－１ 目標
本報告は、平安女学院大学短期大学部、保育科、2年生を対象とした専門科目、2006 年度秋学期
「国語」の授業として、受講生 129 名に実施したものである。
授業は、教科書として『国語概説』（佐伯哲夫・山内洋一郎編、和泉書院）（4）を用いて、随時課題の
印刷物を配布して行った。課題は、授業の終了時に提出させる場合と課外学習として翌週の授業時に
提出させる場合とがあった。
大学の専門科目レベルで用いられる教科書は、高度に論理的な内容展開をもち、さらに分量も多い。
上記の教科書も例外ではない。高等学校における国語科（国語総合、現代文など）の授業では、20
頁に及ぶ論説文を読解した経験はあっても、論理的な内容展開で構成される一冊の本をすべて読みこ
なす経験をもつ学生は少ない。しかも、大学、短期大学における国語概説のテキストとして使いやす
い記述を第 1方針としてはあるものの難解な術語や特有の語彙が散見される性格をもっている。
そこで、学生には、まず、こういった教科書の内容を把握させる力をつけ、その内容を自分の表現
や発表にまとめあげる力へとつなげるといった段階的な学習が必要だといえる。今回は、言語能力向
上において必要な、教科書にある術語や基礎的知識を理解し、使用の能力を身につけることを目指し
て、以下のような授業を計画し、実践活動を行ったのである。
３－２ 科目全体の計画と手順
全体で 15 回の講義は、日常使っている日本語について振り返り、問題を中心において日本語のし
くみや働きについて考えさせることを目標として計画した。具体的には身の回りの問題に関連づけな
がら、ただ楽しみのためだけに日本語の知恵を学ぶというだけでなく、考えながら日本語という言語
に反省を試みることを目指した。
第 1回目から第 5回目までは、言葉の働きについて考えてみること、とりわけ、日本語の発音の組
み立てについて学ばせ、日本語では、なぜかなを使うのか、音節、母音の続き方、古代の日本語、漢
字で日本語を書く、古代日本語の姿、古代日本語には八種類の母音があったことなどを学ばせた。教
科書の第一章の音声・音韻、第二章の文字・表記（pp5～102）の分野を取り上げたことになる。
その後、第 6回目から第 11 回目までは、共通語と方言、それぞれの生きる世界、語彙にみる地域
語、社会言語学的に言語行動、言語生活を考える、昔話「桃太郎」を地域語ではどのように表現する
のか、ことばに感情をこめる、アクセント、イントネーション、プロミネンス、リズムなどの音声表
現の要素、昔話を語ってみよう、意味のワクと語彙、上位語、下位語、同義語、類義語、国語による
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意味のワクの異なり、理解語彙から使用語彙について学ばせた。教科書で言えば、第五章の語彙、第
六章の方言・共通語（pp130～198）、第八章の言語生活（pp206～215）の分野を取り上げたことにな
る。
最後に、第 12 回目から第 15 回目までは、日本語の文の組み立てについて、文の成分、文について
の「なぜだろう」、文の成分のいろいろ、名詞成分にかかる成分、文の構図を図示する、日本語の文
の組み立て規則、語順をかえる、読点はどこに打つか、ことばのきまりを知る必要を考えさせた。さ
らに、待遇表現、型はまりの表現から、型はまりの思考について、表現能力を養おう、などを話題と
して取り上げた。教科書で言えば、第三章の文法・敬語、第 4章の文章・文体（pp62～129）の分野
を取り上げたことになる。
総じて、学生に、日本語がどのような組み立てになっているか、言葉が思考にどんな働きをするか
をじっくり考えさせることを意図して授業を進めた。（小稿で言及するのは第 8回目の授業が中心で
ある。）
４ 授業の概要
この第 6回から第 11 回までの授業を進めるために、昔話「桃太郎」を材料にして、課題を検討し
た。
第 1回について
単元の指導計画の中の第 1回目は次の通りである。
『国語概説』「第六章 方言・共通語」の「第一節「方言」「共通語」とは」（pp166～172）を講義
し、テレビの普及、人間の流動の激化、社会構造の複雑化、学校教育の徹底などにより、一般的に共
通語が浸透したこと、全国的にその傾向が顕著になりつつあることなどを確認させた。かつての共通
語が話せる階層と方言しか話せない階層とが対峙し分裂した時代とは異なり、現代では、ほとんどの
人が共通語コードと方言コードとを場に応じて切り替えることができるようになっていることについ
ても確認させた。（5）
次に、方言である地域語はまったく共通語にとって替わられるかについて考えさせた。おそらくそ
ういうことはあるまい。内ことばとしての方言とよそことばとしての共通語とは各個性を自覚して、
適宜場に応じて使い分けられていくことを確認させた。
第 2回
つぎに、第 2回目の授業細案について簡略に述べておきたい。
【授業細案】
① 2006 年 12 月 14 日 講時
② 科目名「国語」第 8回
③ 担当 広滝 道代
④ 受講学生 保育科 2年 129 名
⑤ 目標
・一般に内言葉としての方言と、よそ言葉としての共通語とを使い分けて、いわゆる二重言語生
活を営んでいる。この営みによって方言と共通語との各特性を尊重し、生かして言語生活を幅
のある豊かなものにしていることを理解させる。
・昔話「桃太郎」を取り上げて、共通語と各方言の違いを認識させるとともに、身近な地域語で
子どもに語り聞かせるときには、どのような表現になるか、「桃太郎」の冒頭部分を書き換え
させる。
⑥ 主な使用教材
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『国語概説』
資料 1
⑦ 授業展開
○地域語と共通語とのかかわりで昔話の意義を理解させる。
○資料「桃太郎」の冒頭を読んで等しく日本語でありながら、地域語による地方差の大きいこ
とを理解させる。
○差異の少ない部分、甚だしい部分はどういう部分に多くあらわれているか、具体例をあげて
考えさせる。
○資料の各地域別の表現と語句を比較分析して、なぜそう思うのか、理由もあわせて考えさせ
る。
○課題として「桃太郎」を資料にならって、自分の使っている地域語で訳させる。
読み聞かせる対象の読者を 4、5歳とすること。
○自分なりに工夫した点と難しかった点を書かせる。
○訳した作品を提出させる。
第 3回
提出された 129 作品にうち、6例を作品として選び、学生作品を縮小コピーした資料を授業時に提
示した。選出した学生の課題作品は「5 提出作品」の項にデータとして収録してある。それぞれの
制作者に、地域語に訳すときに制作意図や工夫した点を述べさせ、自作を紹介させた。発表者以外に
は、制作者の立場から採用作品にコメントをつけさせた。自分の作成した「桃太郎」と、どこがどの
ように優れているかを考えるように指示した。その際、考える観点として、次の点に留意するよう指
示した。
観点
１ 原話「桃太郎」の内容、登場人物の特性を捉えたものであること。
２ 共通語と差異のない語と差異の甚だしい語とを明確に表現していること。
３ 対象の読者に適切な表現であること。
これらの観点は、作品を評価するときの留意点でもある。
５ 結果と考察
選出した学生の課題作品は次の通りである。( )は学生のイニシャルである。また、〈 〉内は、学
生が付記した言語環境などについての説明である。
データ 1〈京都で生まれ育ったので、たぶん京都語だと思う。〉
昔々、あるところになぁ、おじいさんとおばあさんが仲良う暮らしてはりました。ある日なぁ、おじいさ
んは山にしばかりに、おばあさんは川へ洗濯に行かはりました。おばあさんが川で洗濯してたら、川から大
きい桃が流れてきたんやてー。
「うわぁ、えらい大きい桃やなぁ。おじいさん、桃好きやし、喜ばはるわぁ」
おばあさんは桃を拾って、家に持って帰らはりました。
おじいさんと桃開けたら、中から赤ちゃんが出てきはったんやてー。
桃から出てきはったから、その子は桃太郎と名付けられはりました。
それから、桃太郎は大きくならはりました。
そのころ、村では鬼さんが宝物とか食べ物を盗んだりして荒らしまわってはりました。
そこでなぁ、桃太郎は鬼さん退治に行くことにしはりました。おばあさんにこしらえてもろーたきびだん
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ごを持って、桃太郎は鬼ヶ島に出かけはりました。途中で、犬が出てきて桃太郎に言わはりました。
「桃太郎さん、どこに行かはるんですか？」
「鬼さん退治しに行くねん」
「腰につけてはるん、なんですか？」
「きびだんごどすえ。おばあさんがこしらえてくれはってたんどす」
「一緒についていくし、その団子さんひとつくださいな」 （Ｓ）
データ 2〈島根県出身で、短大に入学するまで島根県に住んでいました。〉
むかぁし、むかし、あるところに、おじいさんとおばあさんが仲良く暮らしてたんよ。
ある日、おじいさんはしばかりに、おばあさんは川へ洗濯に行ったんよ。おばあさんが川で洗濯しとった
ら、川上から大きい桃が流れてきたんよ。
「まあ、なんて大きい桃だろーか」
「おじいさんは、桃がぶち好きだけぇ、きっと喜ぶわぁ」
おばあさんは桃を拾ってもってかえったんよ。おじいさんと桃を開けてみたらねぇ、中から赤ちゃんが出
て来たんよ。
桃から出てきたけぇ、桃太郎って名前をつけたんよ。それから、桃太郎は多くなったんだと。そのころ、
村では鬼が宝物や食べ物を盗んで荒らしまわっとったんだって。だけぇ、桃太郎は鬼退治に行くことになっ
たんよ。
おばあさんに作ってもらったきびだんごを持って、桃太郎は鬼ヶ島に出かけたんだと。
途中、犬が出てきてねぇ、桃太郎に言ったんよ。
「桃太郎さん、どこ行くん？」「鬼ヶ島に鬼退治しに行くんよ。」
「腰についとるの何なん？」「きびだんごだよ。おばあさんが作ってくれたんよ。
「一緒に行くけぇ、一個ちょうだい。」
こうして犬は桃太郎について、鬼ヶ島に行ったんだと。 （Ｋ）
データ 3〈和歌山県中部らへんです。〉
むかしねー、あるとこにおじいさんとおばあさんが仲良く暮らしてたんよ。
ある日、おじいさんは山へしばかりに行って、おばあさんは川へ洗濯しに行ったんよ。
おばあさんが洗濯してたら、川から、あらくたい桃、流れてきたんよ。
「うわー、あらくたい桃やなー。おじいさん桃めっちゃ好きやから喜ぶんちゃ。」
おばあさんは桃拾って家持っていんだ。
おじいさんと桃開けたら中から赤ちゃん出てきたんよ。桃から出てきたから、その子は桃太郎と名付けら
れたんよ。そのうち桃太郎は大っきなった。
そのころ、村では鬼が宝物や食べ物をとっては荒しまわってたんよ。そこで、桃太郎は、鬼退治しんに行
くことになったんよ。
おばあさんに作ってもおたきびだんご持って、桃太郎は鬼ヶ島へ出かけたんよ。
途中、犬出てきて桃太郎に言ったんやとー。
「桃太郎さん、どこ行くん？」「鬼退治しに鬼ヶ島行くんよー」
「腰につけたあるもん何？」「きびだんごやで。おばあさんが作ってくれたんよ」
「一緒について行くさか、その団子 1つちょーだい」 （Ｆ）
データ 4〈大阪－私は奈良出身ですが、言語を修得する時期に東大阪市で育ったので、たぶん私のは大阪府の
言葉です。けど、共通語と東大阪のチャンポンです。〉
昔々、あるところに、じいさんとばあさんがなかようくらしとってん。ある日な、じいさんは山にしばか
りに、ばあさんは川へ洗濯に行ってん。ばあさんが洗濯してたら、川からめっちゃでっかい桃が流れてきて
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ん。
「いやー、めっちゃでっかい桃やん。」「じいさん、桃めっちゃ好きやから、ぜったい喜ぶわ。」
ばあさんは桃をひろて、家へ持って帰ってん。
じいさんと桃をひらいてみたら、中から赤ちゃんが出てきたんよ。
桃から出てきたから、そのこは桃太郎と名付けられてん。
そのうちな、桃太郎はおおきなってん。
そのころ、村では鬼がたからもんやたべもんを、とってはあらしまわっとってん。
そんで桃太郎は、鬼ヶ島に行くことになったんや。
ばあさんにこさえてもろた、きびだんご持って、桃太郎は鬼ヶ島に出かけてん。
途中、犬が出てきて桃太郎にゆうたそうや。
「桃太郎はん、どこ行かはるんでっか？」
「鬼ヶ島へ、鬼退治しに行きまんねん。」
「腰につけてんのはなんでっか？」
「これでっか、これはきびだんごやで。ばあさんが、こしらえてくれたんですわ。」
「一緒にいきまっさかい、その団子、いっこくださいや。」 （Ｊ）
データ 5〈大阪府。ずっと大阪に住んでいます。〉
昔々なぁ、あるところになぁ、おじいちゃんとおばあちゃんが仲良う暮らしててんやん。
ある日な、おじいちゃんは山にしばかりに行って、おばあちゃんは川に洗濯に行ってんやん。
おばあちゃんが洗濯してたらなぁ、川上からでっかい桃が流れてきてんやん。
「うわー、なんておっきな桃なんやぁ。おじいちゃん、桃、好きやからきっと喜ぶやろ。」
おばあちゃんは桃を拾いに行って、家に持って帰ってん。
おじいちゃんと桃を開いたら中から赤ん坊が出てきてんやん。
桃から出てきたから桃太郎って名前つけてん。
やがて桃太郎はおっきくなってん。
そのころな、村では鬼が宝物や食べ物を盗んでは荒らしまくっててん。
そこで桃太郎は鬼退治に行くことになってん。
おばあちゃんに作ってもらったきびだんごを持ってな、桃太郎は鬼ヶ島に出かけてんやん。
途中、犬が出てきて桃太郎に言ってん。
「桃太郎さん、どこ行くん？」
「鬼ヶ島に鬼退治に行くねん。」
「腰につけたもんはなんなん？」
「きびだんごや。おばあちゃんが作ってくれてん。」
「お供しますよって、ひとつちょーだい。」 （Ｔ）
データ 6〈滋賀県彦根市、わたしの桃太郎〉
昔々な、あるところにさぁ、おじいさんとおばあさんが仲良く暮らしててん。
んである日さぁ、おじいさんは山にしばかりに、おばあさんは川へ洗濯に行ってん。
んで、おばあさんが洗濯をしてると、川上からおっきい桃が流れてきてさ。
「うわ、ほんまおっきい桃やわぁ。
おじいさん、桃めっちゃ好きやから、絶対喜ぶわぁ。」
おばあさんは桃を拾って、家持って帰ってんて。
おじいさんと桃を開けてみたら、中から赤ん坊が出てきてさ。
桃から出てきたから、桃太郎って名前をつけてん。
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学生の中には、課題の理解に若干の困難さも示された。しかし、多くの学生はデータ 1～6の例に
あるように表現過程の進行にしたがって課題は理解された。
たとえば、「データ 1」では、京都出身の学生として京都語を選択しながら、京都語の使用語彙を
いかして「桃太郎」訳を努めている。「暮らしてはりました」「行かはりました」「喜ばはるわぁ」「帰
らはりました」「出てきはったんやてー」「大きくならはりました」のように敬意度の低い助動詞「ハ
ル」を文末表現に使用している。
また、京都語には、接尾敬辞「サン」を付ける語がある。「鬼」のことを「鬼さん」、「団子」のこ
とを「団子さん」のように語彙を変換しているのがその例である。「仲良う」「もろーた」などのウ音
便を用いて、ゆったりとした感じを与えている。
地域語のもつ微妙な表現は、とりわけ助詞や助動詞、感動詞などの選択によって醸し出される。「な
んて大きい桃でしょう」が「えらい大きい桃やなぁ」「なんて大きい桃だろーか」「うわー、あらくた
い桃やなー」「いやー、めっちゃでっかい桃やん」「なんておっきな桃なんやぁ」「ほんまおっきい桃
やわぁ」と表現されている。会話の部分は、高年齢層の文体ではなく、若い世代の文体として若干の
ニュアンスの差が気になるが、地域語らしさを出す独特の文体技法として注目される。
一方、課題に対して、アクセントを含めた、対立的特徴を駆使した語彙にもとづいて、日本の地域
語実態に即した正確な対照訳を導き出すのが本来の国語学習としての手続きではあるが、これらを短
期大学部保育科学生の自律的な教育に求めるのは難しい。こうした点は、「国語」そのものを研究対
象とする専門課程以降の課題であり、短期大学部幼稚園教諭二種免許取得課程の「国語」段階ではむ
しろ言語能力の向上や語彙力・表現力に必要な支援と位置づけられる。
以上のように、今回の試みから、各学生は、共通語で書かれている「桃太郎」の表現を自らの知識
や経験に位置付けて、地域語に置き換えて表現している過程がとらえられた。そして、その過程の中
で、出現する言語的特徴から、どの部分が地域語として成立するかのありさまがとらえられている。
テキストの情報を鳥瞰的な視点からながめ、それを自己の内面と照合するプロセスが必要になって
くる。そのためには、テキストの理解語彙を使用する語彙と比較すると効果的である。
６ おわりに
本研究では、同一課題による調査を通して、理解語彙を把握する過程で、自らの知識や経験を通し
て使用語彙へと移行する中で地域語での表現が出現する様相をとらえることができた。
語彙力、表現力の指導の根本は、テキストの文脈の中での個々の語の用法、意味のあり方、ならび
にニュアンスを確実にとらえさせるとともに、表現活動によって、確実に使用語彙の中に取り入れさ
んで、桃太郎は大きくなってん。
そんとき、村では鬼が宝物とか食べ物を盗んだりして荒しまわっててん。
んで、桃太郎は鬼退治に行くことになってんやん。
おばあさんに作ってもらったきびだんご持って、桃太郎は鬼ヶ島に出かけてん。
んで、途中、犬が出てきて桃太郎に言ってん。
「桃太郎さん、どこ行くん？」
「鬼ヶ島にな、鬼退治に行くねん。」
「腰につけてんのなに？」
「きびだんごやん。おばあさんが作ってくれてん。」
「お供するしさ、その団子ひとつくれへん？」
ほんで、犬は桃太郎について鬼ヶ島に向かってんて。 （Ｈ）
平安女学院大学研究年報 第 8号 2007
－ 17 －
せることだということになる。また、共通語と地域語についても、語は、上位、下位、類義、対義な
どの関係によって、語彙の中で構造を作っている。こういった関係を認識させることは知的な面から、
語彙理解、語彙使用の力を確かにするために役立つと言える。これも国語教育の仕事である。
今後、語彙力、表現力の向上を目指して、このような意識的な学習を想定することが考えられるが、
その際、本研究で上述のようにとらえられた様相を、学習とどのように関わらせるのかといったこと
について、授業実践を通して検証していく必要がある。
註
（1）「幼稚園教育要領」（平成 11 年 6 月）の「第 1章総則 2幼稚園教育の目標」には次のように書かれている。「日
常生活の中で言葉へ興味や関心を育て、喜んで話したり、聞いたりする態度や言葉に対する感覚を養うよう
にすること。」
（2）現在、平安女学院大学では、大学・短期大学部ともに全学共通科目の 1･2 年生を対象として「日本語表現法
」「日本語表現法」「日本語表現法」「日本語表現法」という科目を配置している。また、短期大学
部保育科の専門科目に「国語」、「保育内容研究（言葉）」という科目を配置している。「国語」は幼稚園教諭
二種免許状取得の教職課程の教科に関する科目の一つであり、保育士資格の基礎技能科目の中の一つである。
これらが大学での国語教育科目にあたる。
（3）稲垣忠彦・佐藤学『授業研究入門』岩波書店、1996 年 4 月、177～178 頁参照。
（4）本書は、総じて「国語学」より「国語」の概説に、また、国語の古代から現代に至る通時的な概説よりも現
代共時態としての概説の方に重点をおいている。章立ては以下の通りである。序章、第一章 音声・音韻、
第二章 文字・表記、第三章 文法、第四章 文章・文体、第五章 語彙、第六章 方言・共通語、第七章 日本
語の系統、第八章 言語生活、第九章 国語学史
（5）『国語概説』pp.167～168 に「二重言語生活」について詳述されている。
資料
『桃太郎』の冒頭に次のようなくだりがある。
昔々、あるところにおじいさんとおばあさんが仲良く暮らしていました。
ある日、おじいさんは山にしばかりに、おばあさんは川へ洗濯に行きました。
おばあさんが洗濯をしていると、川から大きな桃が流れてきました。
「まあ、なんて大きい桃でしょう。おじいさんは桃が大好きだから、きっと喜ぶでしょう。」
おばあさんは桃を拾い、家へ持って帰りました。
おじいさんは桃を開けてみると中から赤ん坊が出てきました。
桃から出てきたのでそのこは桃太郎と名付けられました。
そのうち桃太郎は大きくなりました。
その頃、村では鬼が宝物や食べ物を盗んでは荒らしまわっていました。
そこで桃太郎は、鬼退治に行くことになりました。
おばあさんに作ってもらったきびだんごを持って、桃太郎は鬼ヶ島にでかけました。
途中、犬が出てきて桃太郎に言ったそうです。
「桃太郎さん、どこへ行くのですか？」
「鬼退治しに鬼ヶ島に行くんです。」
「腰につけたものはなんですか？」
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「きびだんごだよ。
おばあさんが作ってくれたんです。」
「一緒について行きますから、その団子をひとつください。」
『桃太郎』の冒頭についての各地域語訳対照
【沖縄県】
昔々、あるところにおじいとおばあが仲良く暮らしていたって。
してから、おじいが山にしばかりに行って、おばあが川に洗濯に行ったばあよ。
おばあが洗濯をしてたら、川上から、まぎーむむが流れてきたって。
「あっしぇ、しに、まぎーむむ。
おじい、むむじょーぐーだから、絶対喜ぶやっさぁ。」
おばあは桃を拾ってからに、うちへ持って帰ったって。
おじいと桃を開けてみたら中から赤ん坊が出てきたばあよ。
むむから出てきたからそのこは桃（むむ）太郎と名前をつけたって。
してから桃（むむ）太郎はまぎーなったって。
その頃、村では鬼が宝物とか食べ物をかまして、ちゃ～荒らからしてたって。
あんさーに桃太郎は、鬼退治に行くことなったば～よ。
おばあに作ってもらったきびだんごを持ってからに、桃太郎は鬼ヶ島にでかけたって。
しばらくしてから、いんぐわーが出てきて桃太郎に言ったって。
「桃太郎さん、まーんかい、いちゅうんば？」
「鬼ヶ島に鬼退治に行くよ。」
「腰につけたものはぬーやが？」
「きびだんごて。おばあが作ってくれたばーよ。」
「お供しますから、てぃーち、ちょうだい。」
してから、いんぐわーは桃太郎について鬼ヶ島に向かったって。
【新潟県】
昔のことなんだども、あるところに、じさとばさが仲良く暮らしていたと。
ある日、じさは山にしばかりに、ばさは川の洗濯に行ったんだどもそ。
ばさが洗濯をしているとそ、かみんわから、でっけ桃が流れてきたんだてぇ。
「おら、おごっだぁ、こっげでっけ桃初めて見たてが。じさは桃が大好きだすけ、喜ぶが～じゃね～け。」
ばさは桃を拾ってそ、うちへ持って帰ったがんに。
じさと桃を開けてみたらそ、中から赤ん坊が出てきたが。
桃から出てきたんなんが、桃太郎と名づけたんだと。
そっでそ、桃太郎はでっけくなったんだども。
その時にそ、村では鬼が宝物や食うもんを盗んでは荒しまわっていたんだて。
そっでそ、桃太郎は鬼退治に行くことになったがんだて。
ばさにこしゃってもらったきびだんごを持って、桃太郎は鬼ヶ島にで行ったが～て。
そっだらごった、犬が出てきて桃太郎にしゃべったがに。
「桃太郎さん、どこへ行くがんだ？」
「鬼ヶ島に鬼退治に行くがんだて。」
「腰になにつけてっが？」
「きびだんごだて。ばさがこしゃってくれたんど。」
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「お供するすけ、ひとつもらわんねろか。」
そっでそ、犬は桃太郎について鬼ヶ島へ向かったと。
【宮城県】
むかすむかす、あるところにじいさんとばあさんが仲良く暮らすてだんだって。
ある日、じいさんは山にすばかりに、ばあさんは川に、洗濯に行った。
ばあさんが洗濯してっど、川上からでっけぇ桃が流れてきたんだどっしゃ。
「まあ、なんてでっけぇ桃なんだべ。じいさん、んっと桃好ぎだから、喜ぶべなや。」
ばあさんは桃を拾い、うちに持って帰ったど。
じいさんと桃を開げでみだっけ中から赤ん坊が出てきたんだでっしゃ。
桃から出てきたから桃太郎と名付けたんだど。
やがて桃太郎はでっけぐなったどっしゃ。
そのころ、村では鬼が宝物や食べ物を盗んでは荒らしまわってだんだど。
そこで、桃太郎は鬼退治に行くことになったんだどっしゃ。
ばあさんにこしぇってもらったきびだんご持って桃太郎は鬼ヶ島にでがけたんだど。
途中、犬が出てきて桃太郎に言ったんだどっしゃ。
「桃太郎さん、どご行ぐの？」
「鬼ヶ島に鬼退治に行ぐんだぁ。」
「腰につけでんのなにっしゃぁ？」
「きびだんごだぁ。
ばあさんが作ってげたんだぁ。」
「お供すっから、ひとつけらいん？」
こうして犬は、桃太郎について鬼ヶ島に向かったんだどっしゃ。
【長野県】
ま～んでなぁ、えらい昔あるところにじさとぱさが仲良く暮らしてたんだって。
えっかなぁ、じさは山にしばかりに、ばさは川へ洗濯にえかんたんだって。
ばさ洗濯してたら、川の上からま～んででっけぇ桃流れてきたんだってやさ。
「あちゃ、でっけぇ桃だなぁ。
じさ桃うんと好きださけ、喜ばんださなぁ。」
ばさは桃ば拾ってなぁ、うちへ持ったんだってやさ。
じさと桃開けてみらんたら、中から赤ん坊でてきたんだってやさ。
桃から出てきたさけ桃太郎って名前つけたんだってやさ。
そのうちなぁ、桃太郎ま～んででっかくなったんだってやさ。
その時分、村でなぁ、鬼やんども大事なもんや食いもん盗んじゃあ荒らしまわったんだってやさ。
そこで桃太郎ま～んで鬼退治にえくことになったんだってやさ。
ばさにこしらえてもらったきびだんごば持ってな～、桃太郎ま～んで鬼ヶ島にえったんだってやさ。
途中、犬が出てこらんて、桃太郎にせったんだって。
「桃太郎さん、おめどこへえかんるん？」
「鬼ヶ島に鬼退治にえくんださ。」
「おめ腰につけてあるのなんだい？」
「きびだんごださぁ。
ばさ作ってくんたんださぁ。」
「おめもえくさけぇ、ひとつくんねぇかえ。」
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A Study of College Students’Communicative Abilities from
the Standpoint of Specialty Education
Michiyo HIROTAKI
This paper describes research based on observational data of the communication of college students
working in a Japanese language “ teachers’ practical ability and knowledge” classroom to solve
communicative problems. Using a distinct model, I analyzed and interpreted the expressions used in
various local dialects of college students as they were used to retell the Japanese story Momotaro from
memory to other member of the class. The purpose was to distinguish communicative difficulties which
were pointed out by class members listening to the retelling.
From this investigation I noted that students strive to improve their Japanese abilities through the
prompts from fellow students who asked for clarifications. I would like to investigate further how the
students’ active study improves vocabulary and communicative abilities.
本研究では、基本的な言語能力の中核となる語彙力と表現力に焦点をあてながら、専門領域への興
味や関心を広げられるような方策について、保育科の専門科目「国語」の授業において実践的言語活
動を取り入れて、考察した。共通語で叙述された「桃太郎」を用いて幼児に語り聞かせる発話に現れ
る表現に注目し、そのストラテジーを分析した。その結果、同一課題による調査を通して、理解語彙
を把握する過程で、自らの知識や経験を通して使用語彙へと移行する中で、地域語での表現が出現す
る様相をとらえることができた。
今後、語彙力、表現力の向上を目指して表現の様相を考えながら意識的な学習とどのように関わら
せるかを検証することが必要である。
そんで犬は桃太郎について鬼ヶ島に向かったんだってやさ。
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